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数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続けることのできる児童の育成 

１ 研究のねらい 

  本研究では、数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続けることのできる児童の育成を目 

指していく。本グループの考える数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続けることのでき 

る児童とは、新しい問題に出合ったときに、前時との違いは何か、どんな既習事項が使えそうかとい 

ったことに着目して自ら考え、問題解決ができる児童のことである。このような児童を育成するため 

に、今日的な教育課題について取り組む本グループでは、ナゴヤ学びのコンパスの重視したい学びの 

姿にある「自分に合ったペースや方法で学ぶ」ことに焦点を当てて研究を進めていく。そのためには、 

自由進度学習を取り入れて実践を行っていく必要があると考えた。自由進度学習は一人一人の興味・ 

関心や能力、進度に応じるだけでなく、個人で学ぶのか、仲間と学ぶのかを選択して学習を進めるこ 

とができるからである。児童に算数学習についてのアンケートを行うと、未習の問題に直面した時に、 

どんな既習事項を活用できるのかを考えようとしない児童や、考えても分からない児童がいることが 

分かった。また、普段の授業では、問題を解決した後に類題と出合っても、似たような問題と認識し 

ていないために、問題を解決できない児童の姿が見られた。このような児童の実態から、本グループ 

の学級に在籍する一部の児童は、数学的な見方・考え方を働かせることが難しいと推察される。   

そこで、本グループでは、単元の導入の時間に行う一斉授業と、自由進度学習の毎時間の冒頭に行

う一斉指導やサークル対話で、「本時と前時で何が違うか」や「活用できる既習事項は何か」を想起で

きる発問の工夫や話し合いの工夫を取り入れることで、数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら

学び続けることのできる児童を育てることにした。 

２ 研究の内容 

 ⑴ 自分に合ったペースや方法で学ぶために 

   児童が自分に合ったペースや方法で学ぶためには、多くの選択を児童に委ねることが大切である。

そこで、自由進度学習では、どこまで学ぶのか、どのように学ぶのか、何を使って学ぶのかを自分

で決めて学習を行っていくことを前提と 

して授業を進める。そのために、教師は 

ルーブリックや単元進度表などを準備し、 

児童が選択しながら学べる環境を整える 

必要がある。【資料１】 

⑵ 具体的な手立て 

手立て① 数学的な見方・考え方を働かせながら問題解決をするための発問の工夫 

   単元前半に、数時間一斉授業を行う。一斉授業を行う時数は、児童の実態に応じて設定する。一 

斉授業では、毎時間、本時の問題把握後に『２つの何』を問う。そして、「これまでの問題との違い 

は何か」や「これまでに学んだ何が使えるか」を考えさせることで、問題を解決するために大切な 

見方・考え方や既習の知識・技能を児童に気付かせたり、単元を貫いて大切な見方・考え方を共有 

させたりする。そのようにすることで、共有した見方・考え方を自分で働かせながら、自由進度学 

習において自力で問題解決をすることができるようにする。 

 

 かだい 学ぶペース 学び方 

３ ・かだいのないようをりかいできた！ 

・友だちにせつめいできる！ 

・全問せいかい！ 

・自分の立てた計画通り！ 

・かだいにたいして、はやすぎず、

おそすぎず学ぶことができてい

る！ 

・まわりをそんちょうして学べてい

る！ 

・自分に合った方法で学んでいる！ 

２ ・かだいのないようをまずまずりかい

できた。 

・まちがえたところを考え直せた！ 

・計画とはずれてしまったが、計画

を立て直すことができている。 

 

・自分に合った方法で学んでいるが、

まわりへのはいりょが足りなかった。 

・自分に合った方法では学べなかっ

たが、まわりにははいりょできた。 

１ ・かだいのないようをりかいできてい

ない… 

・まちがえたところが分からないまま

になっている… 

・計画通り進んでいない… 

・かだいにたいして、はやすぎたり、

おそすぎたりしている… 

・自分に合った方法で学ぶことがで

きず、まわりにもはいりょすることが

できなかった… 

算数科 たし算とひき算の筆算 

  学習ないよう かだい 

１ 

（いっせい） 

３けたの数をたすたし算の筆算のしか

たを考える。 

プリント① 

２ 

（いっせい） 

十の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント② 

３ 

（いっせい） 

百の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント③ 

４ 

(いっせい) 

３けたの数をひくひき算の筆算のしか

たを考える。 

プリント④ 

５ 

(自由進度) 

一の位も十の位もくり下がりのある筆

算のしかたを考える。 

プリント⑤ 

6 

(自由進度) 

ひかれる数の十の位が０でくり下げら

れないときの筆算のしかたを考える。 

プリント⑥ 

７ 

(自由進度) 

これまでの学習ないようをみにつけ

る。 

プリント⑦ 

※チェックテスト 

８ 

(自由進度) 

３けたの数の筆算をもとにして、４け

たの数の筆算のしかたを考える。 

プリント⑧ 

９ 

(自由進度) 

３つの数のたし算のしかたを考える。 プリント⑨ 

10 

(自由進度) 

（いっせい） 

これまでの学習をふり返る。 プリント⑩ 

算数科 たし算とひき算の筆算

【資料１ ルーブリックと単元進度表】 



手立て② 数学的な見方・考え方を働かせながら問題解決をするための話し合いの工夫 

   自由進度学習の毎時間の冒頭に一斉指導やサークル対話を行う。そこでは、「前時の振り返り」、 

「前時で扱った２つの何」、「本時の２つの何」をテーマに話し合わせることで、数学的な見方・考 

え方を働かせながら、自由進度学習で学び続けることができるようにする。 


